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・海、川、山、歴史文化と多様な環境に恵まれた小規模校である特色を生かし、ふるさと学習（総合学習）の充実を目指した特色あ
る教育環境であることから小規模特認校として校区外からの児童生徒の受け入れが進んでいる。校区内の児童生徒数が減少傾
向の中、小規模特認校制度を活用した校区外（通称：新区）からの学校の児童数が増加し、在籍数の減少に歯止めが効いてい
る。
・前述した校区外（通称：新区）在籍児童生徒及び保護者の組織化に取り組み、地域との繋がりの造成に励んでいる。
・ふるさと学習「褶曲カヤック」体験時の生徒の感想では、自然の豊かさや人々とのふれあいに感動すると共に、その担い手としての
心構えを感じさせるものが多かった。

企業：沖縄美ら島財団（美ら島自然学校）、わんさか大浦パーク、じゅごんの里、じんぶん学校、JA久志支店
地域団体：二見以北10区各区公民館及び老人会等団体、NPO法人久志地域観光交流協会、名護漁港汀間支部
行政機関等：周辺教育機関（高専/大学等）、地域包括支援センター、名護市（久志支所/教育委員会/文化財課等）

代表的な活動の写真等を貼り付けてください
（推進員等の集合写真、活動場所の写真、
活動のロゴマーク等活動を象徴するもの）

活動の様子（写真）等
を貼り付けて下さい
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　名護市立小中一貫教育校緑風学園学校運営協議会は、名護市のコミュニティ・スクールのモデル校として平成30年4月にスタートをした。
学校・家庭・地域の連携、融合を図りながら「ふるさとを愛し、たくましく生きぬく、緑風の子の育成」の理念の下、活動を行っており、地域の過疎
化・環境保全活動・伝統行事の継承などの地域課題の解決、地域づくりの一環として学校運営に取り組んでいる。地域学校協働活動の活動
母体である「緑風ファミリーネット」の３部会（学習支援部会、地域連携部会、調査研究部会）と綿密に連携をし、9年間の学びを意識した「緑風
スタンダード」を活用した日常的な授業改善に取り組んでいる。 特に、学習支援部会主体のふるさと学習、読み聞かせ、地域連携部会主体の
清掃活動の緑風グリーンDay、地域行事への参加参画、地域ボランティア活動の支援を積極的に行っている。

・緑風学園は、少子高齢化（H31年二見以北10区高齢化率：37.0％）の影響を受け、９年前に４つの小規模小学校と１つの中学校が統合をして
誕生した。このような背景の中で、「児童生徒が主体的に”地域で”学び、探究的な見方・考え方を働かせ、系統的・継続的な学習を通して課題を
解決し、自己の生き方を考えることができるようになること」を目的に地域と学校が協働活動を行っている。
・９年間の学びを、前期「気づき・知る」、中期「深める」、後期「広げる」の３段階に分け、段階的で継続した地域の学習を組み込んでいる。その中
で二見以北10区の区長及び地域住民をはじめとした多くの皆様（●人的資源）の協力を得て、「●地域資源（自然・文化歴史等）、●地域の連携
機関（社会関係資源）の多方向から指導支援体制を整え、協働活動を推進している。

・地域資源に精通した地域学校協働活動推進員が授業づくりに参画・視察を行っている。９年間の学びのねらいを「地域連携協働
授業シート」を活用しながら教員と共有し、綿密な協働・改善しながら総合学習を行っている。更に、学校と地域との橋渡しを推進
員が行い、教員が年々変わっても安定した学びの場の提供を実現している。

・学校運営協議会として地域情報（人口の推移等）を丁寧に考察することで、地域が求める児童の未来像を丁寧に拾い上げ、授業の狙いとの相
乗効果をいかにして出すかを常に意見交換し、協働できるよう配慮している。
・地域性を生かした多様な人的資源及び多様な連携機関と「地域連携協働授業シート」を基に授業のねらいを明確化し、協働して学習習熟度の
向上に努めている。

● その他（連携機関）

活動区分

統括的な地域学校協働
活動推進員等の数

地域学校協働活動
推進員等の数

笑顔と緑と夢のある学校　信頼される学校を目指して
～地域と共にある学校の推進～

沖縄県名護市

協働活動
開始年度

平成 30 年度
学校運営
協議会

地域学校
協働本部

有
平成30年4月1日設置

●活動名 ●関係する学校名

緑風学園学校運営協議会 名護市立小中一貫教育校緑風学園    

指定・設置日

【関係機関・団体等との連携状況】

● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

75人

参考URL http://sw.city.nago.okinawa.jp/ryokufu/

●連絡先 名護市教育委員会　学校教育課 0980-53-1212

有
ＩＣＴ機器
活用

無
ボランティア

の数
企業・ＮＰＯ
等との連携

● 活動の特徴・工夫

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】

【実施に当たっての工夫】

配置人数 配置人数

1人 2人

延べ登録人数

学校支援活動 地域課題解決学習 ー

ー 放課後子供教室

こんな

活動です

国指定天然記念物「嘉陽層の褶曲」

８・９年生褶曲観察カヤック


